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１　はじめに
2015 年度から 2016 年度まで、国立歴史民俗
博物館（以下歴博）の博学連携研究員制度を利
用して、博物館を利用した授業実践を行った
経験をもとに、博学連携研究員制度の紹介と、
2016 年度の実践の報告を行う。実践を評価す
る狙いもあるが、この紀要の性質上、これから
教職に就く学生に、授業を組み立てる過程を示
すこと、就職後の学びの機会について、一つの
可能性を紹介することも目的の一つである。
学校と博物館の連携（以下博学連携）の必要
性については、学習指導要領においても博物館・
資料館の活用が推奨されている 1 こと、博物館
の側にも学校教育に寄与することが求められて
いる 2 ことからも明らかである。もとより、学校
行事に博物館見学を採用している学校は数多い 3。
しかし、何を見るか、どのように見せるか、
また、博物館見学が具体的に学ぶ助けになって
いるのかについては、考慮の余地があるだろう。
特に、学習指導要領の次期改訂を見据えると、
具体的に学ぶ方法として博物館やその収蔵物を
利用したアクティブ・ラーニングの可能性を探
ることは、急務といえる。
２　博学連携研究員制度
２- １　概要
歴博の博学連携研究員制度とは、小中高等学
校の教員が歴博の資料を活用して新しい授業の
実践を行うもので、2 年を 1 期として募集され
る。現在は 2017 年度から 2018 年度にかけての
研究員が活動しており、この取り組みとしては
5 期目になる。各研究期間の終わりに実践報告
会が行われ、実践報告書が発行されている 4。
このなかのいくつかは歴博の HP 上でも公開さ
れている。
公開されている実践は小学校 12 例、中学校
12 例、高等学校 18 例 5 で、特に小学校では総
合学習の実践例が蓄積される傾向にある。また
中学校では社会科、高等学校では日本史の実践
例が多い。各校種それほどの偏りはないが、博
物館の性質上、教科の偏りは顕著に見受けられ
る。しかし、小学校では図工や国語（書写）で
の実践、中学校で美術との教科横断の事例があ
る、また、研究員の経験から、応募する教員の
教科的背景も、必ずしも社会科だけではないよ
うである。
実践は、博物館に足を運んで展示室を見学す
る来館型と、博物館資料を教室に持ち込む非来
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館型に区分されている。2：1 の割合で来館型
が多いものの、中学校・小学校では比較的非来
館型の活用実践が多くなる傾向がある。これは、
博物館が貸出教材を充実させ、それを活用した
実践例が多く報告されているからであろう。
表 1　歴博 HP 上で公開されている実践例
校種 教科・科目 来館型 非来館型 小計 合計
小学校 総合・他 6 1 7
社会 5 3 8
うち、教科横断 4 0 4
合計（A） 9 4 12
中学校 総合 0 0 0
社会 7 5 12
うち、教科横断 0 0 0
合計（B） 7 5 12
高等学校 総合・特設 7 1 8
日本史 6 4 10
世界史 0 1 1
うち、教科横断 2 0 2
合計（C） 12 6 18
総計（A）＋（B）＋（C） 28 15 42
（歴博 HP より筆者集計）
合計（A）…総合・社会型の教科横断実践が３例含まれるため、来館型の縦の合計は（A）と合致しない。また、来館・
非来館の双方の特徴を持つ実践が 1 例含まれるため、来館・非来館の横の合計は（A）と合致しない。
合計（C）…総合・社会型の教科横断実践が 2 例含まれるため、来館型の縦の合計は（C）と合致しない。
２- ２　博学連携研究員の活動
博学連携研究員の 2 年間の活動について、
2015 年度から 2016 年度までの取り組みを一例
にして、振り返ってみる。
2015 年度は 5 月に募集が締め切られた。こ
の制度を利用してどのような実践をしたいのか
応募動機を書くため、応募の時点である程度の
問題意識が必要になる。個人の資格で応募が可
能であるが、２年間継続して研究活動に臨むこ
とが求められる。研究員に求められるのは、各
学期に１回程度の会議への出席と、研究期間の
終了時に開催される「博学連携フォーラム」で
の成果報告である。
2015 年度を参考にすると、会議が開催され
たのは 6 月、8 月、12 月で、長期休業中や日曜
日を利用して開催された。各会議では、今まで
の研究経過・実践の報告が行われ、計画の場合
は、その可能性についての意見交換が行われた。
実践研究の方向性がまだ定まりきらない初年度
の 2 回の会議では、以前の実践例を分析し、意
見交換をするといった試みもなされた。会議時
間の合間を縫って、研究者の方に各展示室や企
画展の展示解説をしてもらうこともあった。今
回の実践のヒントも、このような経験の中から
生まれた。
また、会議以外でも歴博の学校対応スタッフ
と意見交換を続けることができるので、実践の
方向性について、客観的な意見をもらいながら
修正を施すことができた。会議日だけで準備が
間に合わない場合は、会議設定日以外にも歴博
に通うことは可能であった。
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２- ３　研究対象
2-2 の冒頭でも書いたが、応募に際してはあ
る程度の目的意識が求められる。今回の応募動
機は、歴博活用の方向性として、自らの専門領
域の世界史分野での実践例も探るということ
だった。学習指導要領では、資料の活用や日本
の歴史と世界の歴史のつながりなど、世界史分
野においてもますます日本史とのつながりや、
諸地域世界の交流の側面が必要になっている 6。
また、特に 2015 年度は、高校での歴史総合の
方向性だけは示されていたものの、まだ、どの
ような科目になるのか、その内容まで示されて
いなかった時期でもあったので、日本史と世界
史を結び、歴史総合的な学習を探るという興味
関心をそのまま応募動機に書いた。歴博の展示
は日本史関係のものが多いが、よく観察すると
各所に世界とのつながりを感じさせる展示があ
る。それらが、歴史総合的な学びの教材になる
と考えたのだ。
次に、その可能性を示す。2015 年度半ばか
ら 2016 年度にかけて、歴博の各展示室で、世
界史との関連性が認められる展示がどれくらい
あるのかを調査した。その結果、特に実践の可
能性の高い教科書 7 範囲についてまとめたもの
が、2016 年 5 月 8 日の博学連携研究員会議で
報告した添付資料である。左に、教科書の目次、
中央に当該箇所の記述を一部抜粋し、展示と関
係のある用語に下線を引き、右には当該展示を
しめした。この中から、３以下に示す実践対象
範囲を選んでいった。
３　実践
３- １　実践対象範囲の選択
3 では、どのように博物館を利用した授業を
組み立てたかの過程を示す。
実践対象は第 10 章から第 11 章とした。歴史
総合は、最終的には近現代に集約され、近代化・
大衆化・グローバル化の 3 テーマのもとで近現
代史を学ぶ科目に落ち着いたが、この段階では
対象範囲に関する議論が決着していなかった。
第 9 章までは古代・中世の地域世界を扱ってい
るのに対して、第 10 章は近世の冒頭に置かれ、
近世の世界の一体化の動きを述べると共に、古
代・中世と近世を繋いでいる章であった。つま
り、教科書の中では初めて世界の一体化 8 が全
面に取り扱われる、日本史・世界史を繋ぐ部分
といえる。2015 年度は、近代化・大衆化・グロー
バル化という歴史総合の 3 つのテーマが示され
ていたため、この時代を対象とすることで、グ
ローバル化をテーマとした歴史総合の一つの可
能性を考えるという、当初の動機に合致すると
考えたからである。
３- ２　教材の選定
歴博の展示品から、教科書的な茶・砂糖・銀
に代わって、洋櫃（南蛮漆器）を教材として選
んだ。これは第二展示室に展示されている洋風
の意匠を持つ日本の輸出用漆器で 9、大航海時
代の文化交流を具体的に理解する教材になり得
ると考えたからである。添付資料の中では、第
11 章に対応する展示としてリストアップされ
ていた。歴博には画像データベースがあり、展
示品以外にも各種資料の画像が保管されてい
る。教育目的の利用の場合は、所定の手続きに
より届け出たうえで、データを預かることがで
きる。この制度を利用して、H-1618-2「花樹鳥
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蒔絵螺鈿洋櫃（輸出漆器コレクション）」の画
像を拝借した。授業での補足説明のため、展示
解説も利用した。
南蛮漆器に注目したきっかけは、博学連携研
究員をしていた 2013 年に、「時代を作った技 -
中世の生産革命 -」の展示解説を受けたことに
よる。ここでは漆器の塗料分析が可能になり、
その結果、日本由来の漆だけでなく、東南アジ
アに由来する漆も利用されていることが明らか
になったという、研究結果が報告されていた 10。 
次に、これらの教材を授業に持ち込むため、
教科書事項との関連性を探った。アジアの域内
交易については、第 10 章に、「ポルトガル人は
…現地の交易ネットワークに参入して仲介貿易
で利潤をあげようとした 11」、「アジアに到達し
たヨーロッパ人は在来の交易網に新規参入して
…12」のような記述があり、アジアで交易が盛
んだったことが、教科書記述の前提にあるとい
う事が確認出来た 13。また、取り扱われる具体
的な商品名を調査したところ、第 10 章でアジ
アの交易品として列挙されるのは、生糸、（絹）
織物、陶磁器、絹、銅銭、香辛料、香料、木材、
生薬、宝石、茶、綿布（更紗）であった。そこ
に漆は出てこないので、域内交易と漆、特にこ
の時代に日本に漆が輸入されていることを証明
する資料が必要になった。
また、南蛮漆器を紹介する資料も必要である。
博物館は社会教育の機関であるので、展示の内
容をそのまま教室に持ち込んだとしても、教科
書との連続性は期待できない。教材と教科書の
間を繋ぐための資料を、歴博の展示品以外から
探すことになった。企画展の図録 14 にも複数
の南蛮漆器の写真が掲載されているが、写真だ
けでは理解することが難しいと考え、南蛮漆器
を説明し、「なぜこのような商品が生まれたの
か？」という問の答えになるような文章を探し
た。Cinii を利用し、南蛮漆器の説明的な論文
15、企画展の時に展示されていた外来漆が付着
していた四耳壷についての論文 16 を探し出し、
それを補足プリントとして整え、資料を順番に
読解すると、17 世紀頃の日本には、東南アジ
アから大量に漆が輸入されていたという事実が
浮かび上がるようにした（表２）。
表 2　補助資料の選定とワークシートの質問事項
No. 資料名と解説 利用目的 ワークシート質問事項
1 ボダルト = ベイリー（2010）
輸出用漆器が生産されるように
なった時代背景
南蛮漆器が誕生した由来や、漆器
の輸出先を類推できる。
この時代に、このような商品が生
まれた理由を考えよう。
2 北野他（2007）
京都の漆工房跡から発掘されたタ
イ産の漆壺の付着成分を分析した
成分分析の結果、東南アジアに特
有の漆の特徴がみられることから、
資料 3、4 の裏付けとして利用でき
る。
この壺に付着していた漆は、どこ
で採取された物だと考えられます
か。
3 「朱印船貿易と日本町 17」
17 世紀日本の貿易取引先と商品を
示す
商品名のなかに「カンボジア産の
漆」があることから、東南アジア
の交易と漆を結びつけることがで
きる。
「漆」を探そう。どこから（どこへ）
輸出されたものか、読み取れるこ
とを書こう。
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３- ３　アクティブ・ラーニングの方法　
この実践では、様々な歴史資料に触れ 19、そ
れをよみとく力を育成しようと考えた 。
歴史系科目では、歴史的思考力を育むことが
求められるが、その内容については様々に理解
されている。この実践では、歴史的思考力を、
日本学術会議の提言にある「歴史記述を分析す
る力、過去を理解する力 20」と更に具体化し、
そのための手段として論文、画像、一次史料な
どの様々な形の資料から必要な情報を抜き出
し、それらの情報を総合して時代背景に気付く
という、よみとく力を設定した。 単元目標と
してはよみとく力の伸長を、資料活用能力の評
価項目として設定した。
よみとく力を伸ばすために、どのようなアク
ティブ・ラーニングの手法が考えられるだろう
か。
個人活動だと到達度に差が生じると考え、班
活動を前提とした。班活動の場合は、意見を交
換する必要から生徒の活動が活性化する反面、
主体的に関わらない生徒（フリーライダー）が
生まれるという弊害もある。そこで、ワーク
シートを配布し、ワークシートを個人活動にす
ることで、グループ活動と個人活動のバランス
を図った 21。ワークシートには、読解の手引き
としても利用できるよう、各資料の簡単な解説
をつけたうえで、資料を段階的に読解するため
の手引きにした。ワークシート中の問について
は表２を参照してほしい。
また、授業の導入にはフォトランゲージの手
法を利用した。これは、写真や絵に表現されて
いる情報を、文字化しながら意見交換のきっか
けとしたり、導入活動に利用したりする開発教
育などで利用される手法である。開発教育で利
用する場合はオープンエンドの問であることが
多いが、今回のフォトランゲージの結果は、振
り返りの際に、南蛮漆器の特性として、生徒に
フィードバックした。
４　実践
４- １　概要
この実践の概要と教案の一部、その結果につ
いては歴博の HP 上でも確認することができる
ので 22、ここではアクティブ・ラーニングに関
係する概要だけを示す。教科書に相当する範囲
としては、第 10 章だが、第 11 章の内容も一部
関連させて単元を組み立てた。当初は意図した
つもりはなかったのだが、結果として１時間で
時代背景を学び、その知識を援用して 2 時間目
にアクティブ・ラーニングをするような構造に
なった。単元計画は以下の通りである。
【１】単元　第Ⅲ部　近世　
第 10 章 東アジア・東南アジア諸地域の動向
第３節　世界の一体化の進展
【２】単元計画
4 北野他（200818）
オランダ商館に入ってきた漆の記
録
どこから、何トンという記録があ
るので、資料 2、3 の客観的裏付け
に利用が可能。
資料 3、4 を読んで、日本で利用さ
れていた漆の一部は、どこから、
どのようにしてもたらされたか、
考えよう。結論を書くときには、
そう判断した根拠も含めて書こう。
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世界の一体化の進展（１）･･･ １時間
世界の一体化の進展（２）･･･ １時間（本時）
振り返り ･･･0.2 時間
【３】単元目標
・班の中で意見を交換し、興味を持って分析
することができる。（関心・意欲・態度）
・既習事項を踏まえて分析の結果を的確に表
現することができる。（思考・判断・表現）
・論文、画像、一次史料などの様々な形の資
料から必要な情報を抜き出し、関係性に気
付くことができる。（資料活用の技能）※
よみとく力　
・16 世紀に形成された世界的なネットワーク
について、理解する。（知識・理解）
【４】本時の学習活動
・「南蛮漆器が世界の一体化を前提にした商
品と言えるのは何故か」について考察する。
・16 世紀末～ 17 世紀の日本において輸出を
主眼とする漆器生産が行われていた事を理
解する。
・様々な資料を利用して、南蛮漆器が輸出用
であると理解できる特徴を調査する。
【５】アクティブ・ラーニングの方法
・フォトランゲージ（「花樹鳥蒔絵螺鈿洋櫃」）
・４人１組の班別活動（表２に示した資料読
解）
４- ２　アクティブ・ラーニングの評価
アクティブ・ラーニングの活動が、生徒の理
解にどれだけ寄与したかを、ワークシートから
分析する。ただし、フォトランゲージについて
は導入として利用したため、評価の対象外とす
る。
生徒の活動を学びにつなげるために、まず、
何をどの程度学んだのか、PISA が示す非連続
型テキストの読解力についての指標 23 を参考
にして、生徒のワークを評価するために、３つ
の段階を設定した。
１　情報の取り出し：テキストに書かれている
情報を正確に取り出すこと
２　解釈：書かれた情報がどのような意味を持
つかを理解したり、推論したりすること。
３　熟考・評価：テキストに書かれていること
を知識や考え方、経験と結び付けること。
ワークシートには、情報の取り出しができた
かどうかを図る問（問２～問４）と、既習事項
を踏まえて、思考を深化することができたかど
うか、を測定する問（問１と問５の対比 24）が
設定された。このように問と問を対比すること
で、歴史的思考力の深まりを測定することもで
きると考える。
表４から、情報の取り出しについては、殆ど
の生徒が達成できたと考えられる。成果報告書
でも言及したとおり、むしろ、抽出した情報を
利用して、どのように理解を深めるかに授業の
重点を置く必要があったようだ。
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次に、問 1 と問 5 で、「この時代に、このよ
うな商品が生まれた理由を考えよう」について、
どれほどの理解がすすんだのかを比較する。そ
れぞれの段階の評価は、PISA に準じて、
１資料に書いてある情報だけが書かれてい
る。
２資料に書かれた情報について、何故か、と
いう理由まで含めて書かれている。
３単元のテーマに結びつけて、書かれている。
とした。
問 1 の場合、1 は、「日本で蒔絵に魅せられ
た外国人が、同じデザインの蒔絵を施した箪笥
を注文した 25」など資料 1 に書かれた事実関係
が抜粋できたものを分類した。2 は、1 の事実
関係を踏まえて、何故外国人が日本に来たか、
といった前時に扱った歴史的背景を類推したも
のを選んだ。3 の該当者はいなかったが、単元
テーマだけでなく、自分の知識とも結びつけて
説明しているものを選ぶつもりだった。
問 5 については、問 1 に準じて、1 は資料 1
～ 4 に書かれている事項について言及されてい
るものを選んだ。2 については、資料に書かれ
ている事実関係について、推測や理由も含めて
書かれているものを選んだ。3 については、本
時に学習した事実関係を前提に、一般常識で理
解できることなどを結びつけて、まとめたもの
を選んだ 26。
生徒の解答を評価しながら、2 と 3 の段階を
分けることは難しいと感じた。また、空欄解答・
未完の解答もあったために、表 5 には「0」も
仮に設定した。
解答を評価する際に問題となるのは、歴史的
事実として「誤認」となる解答をどう評価する
かであった。実践報告の際には、このような誤
認を省いて評価をしたのだが、改めて見直して、
与えられた資料から論理的に導き出した答えで
あれば、認識が深まったと考え、評価の対象に
加えた。そのため、表５の分布は実践報告の傾
向とは若干異なる。
表 5 から、アクティブ・ラーニングによって
歴史的思考力の深まりが感じられた生徒は 0 −
1、1 − 2、1 − 3、2 − 3 の組み合わせで 15 人
いたことがわかる。思考力に変化が見られな
かった生徒は、0 − 0、1 − 1、2 − 2、3 − 3
表 4　情報抽出についての到達度分布
情報抽出 根拠を示した
情報抽出
有効回答数
問 2 37 39
問 3 31 39
問 4 19 18 38
 
表 5　読解についての到達度分布
問 1 問 5 0 1 2 3
0 2 0 2 0
1 1 8 12 2
2 0 5 8 1
3 0 0 0 3
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の組み合わせで 21 人、むしろ後退した生徒は
1 − 0、2 − 1、2 − 1、3 − 2 で 6 人というこ
とができる。
3 時間目の冒頭を使って、導入に行ったフォ
トランゲージの情報共有と、前時のワークシー
トを返却した。生徒は誤認に導かれるロジック
を評価されたのか、誤認そのものを評価された
のか判別できない恐れもある。ワークの後は、
このような振り返りを共有する配慮が必要にな
るだろう。
５　終わりに
本稿では、博学連携研究員制度の概要を紹介
し、教材の選択からワークの方法の選定を含む
実践への道筋を示し、その評価を行った。
この実践は、歴史総合を視野に入れて、歴史
的思考力を高めることを前提にした、歴史的技
能を伸長する試みであった。そのための手法と
して、アクティブ・ラーニングを利用した。こ
のような手法を利用すると、一次史料や絵画資
料など、利用を推奨される新しい資料を授業に
導入しやすくなる印象を受けた。
授業をアクティブ化する、というのが最近の
授業開発の流行であるが、彼らの成果物を細か
く読むと、生徒活動を取り入れたことで、理解
が深まるとは、単純には言えないことがわかる。
しかし、学びあい・話し合い（この場合は班活
動）にすることで、個人の到達度にはさほどの
ばらつきは見られず、理解の最低ラインは担保
できたのではないかと考える。成果物の評価の
方法、特に解釈、熟考・評価の段階をどのよう
に見極めるかについては、生徒の成果物をもう
少し蓄積し、比較検討する必要があろう。
添付資料　第一・第二展示室の展示と、高校世界史教科書（山川出版社『新世界史』）の対応関係 ver.2
新世界史目次 記述 展示
第６章　
東アジア、内陸アジア諸地域の動向
第３節　宋と周辺諸国
　東アジアの変動
高麗では国家保護のもとに、仏教が盛んになり、
仏教経典を集成してつくられた『大蔵経』は、日
本の有力者にも熱心に求められた。…唐から宋に
かけての動乱の時代、日本では平安朝の貴族政治
が続くなかで、律令体制の崩壊が進行した。…文
化面では中国文化の基礎の上に日本風の特色が加
味され、仮名文字や大和絵などに代表される国風
文化が栄えた。
第二展示室
印刷文化
仮名文字
第６章　
東アジア、内陸アジア諸地域の動向
第３節　宋と周辺諸国
　宋代の社会と経済
また、陶磁器や茶・絹など特産品の集中生産が各
地で起こり、それらを結びつける海運・河運がめ
ざましく発達した。
第二展示室
東国と西国
鎌倉出土陶磁器の
産地
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第 10 章　大交流・大交易の時代
第２節　東方航路の開拓と大西洋
世界の出現
図　ヨーロッパによる航海と探検 第二展示室
大航海時代のなか
の日本　
パネル
第 10 章　大交流・大交易の時代
第３節　世界の一体化の進展
コラム：世界の一体化の構図 第二展示室
大航海時代のなか
の日本
南蛮筒／公儀と交
易
第 11 章　東アジア・東南アジア諸
地域の動向
第１節　明代の朝貢世界
　朝貢体制の形成
日本でも９世紀末の遣唐使派遣停止以来とだえて
いた中国への朝貢が明朝で復活し、
室町幕府の３代将軍足利義満は明から「日本国王」
に封ぜられ、明との勘合貿易を始めた。
第二展示室
大航海時代のなか
の日本
大航海時代の世界
第 11 章　東アジア・東南アジア諸
地域の動向
第２節　大交易時代の東アジア・
東南アジア
　交易の発展と朝貢体制の動揺
全 第二展示室
大航海時代のなか
の日本　
東アジア関係図
第 11 章　東アジア・東南アジア諸
地域の動向
第２節　大交易時代の東アジア・
東南アジア
　東アジアの動乱と新興勢力
日本では、織田信長・豊臣秀吉が戦国大名間の抗
争のなかで勢力をのばし、日本の統一をすすめた。
南蛮貿易はその重要な財源の一つであり、また新
式の火縄銃や大砲の導入は、統一事業に大きな役
割をはたした。豊臣秀吉は日本を統一したのち、
さらに大陸へ進出をめざして朝鮮侵略（朝鮮では
壬辰・丁酉倭乱という）をおこなった。
第二展示室
大航海時代のなか
の日本
南蛮筒
公儀と交易
第三展示室
第 11 章　東アジア・東南アジア諸
地域の動向
第２節　大交易時代の東アジア・
東南アジア
　東アジアの動乱と新興勢力
…秀吉の死後実権をにぎって江戸に幕府を開いた
徳川家康は、より平和的な方法による海外発展を
はかり、朱印船による貿易を促進し、東南アジア
の各地には日本町がつくられた。…幕府は、オラ
ンダと中国船のみに長崎への来航をゆるした。
第二展示室
大航海時代のなか
の日本
朱印船貿易交易品
／貿易品目
蒔絵洋櫃／公儀と
交易
（4）諸地域世界の結合と変容
ア　アジア諸地域の繁栄と日本との
関係性
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1  歴史系科目については、内容の全体にわ
たって配慮することの中で博物館や資料
館の調査・見学が促されている。
2  博物館法第３条第 1 項 11「学校…に関する
諸施設と協力し、その活動を援助するこ
と。」第 2 項「…学校教育を援助し得るよ
うにも留意しなければならない。」
3  歴博に来館する学校団体の 77％が小学校、
11% が中学校、11% が高校である。（井上
由佳「博物館と学校の連携の現状： 国立
歴史民俗博物館を事例に」『日本教育学会
大会研究発表要項』vol.66, p302, 2007）
4  最新のものは、『学校と歴博をつなぐ　平
成 27・28 年度博学連携研究員会議実践報
告書』（2017）
5  ただし、中・高にまたがる実践例もあるの
で、HP 上に公開されている数と、表１の
合計の数とは合致しない。
6  『高等学校学習指導要領』p35
7  山川出版社『新世界史』。以下、何も示さ
ずに教科書という場合は『新世界史』を
指す。
8  この時代の世界の一体化の理解は、デニス・
フリン , 秋田茂・西村雄志編『グローバル
化と銀』（山川出版社 ,2010）を参考にした。
9  第二展示室「大航海時代のなかの日本」は
日本と世界を繋ぐ教材が集約されている。
今回はこのなかの、「花樹鳥蒔絵螺鈿洋櫃」
を利用した。
10 この結果は、北野信彦・小檜山一良・竜子
正彦・高妻洋成・宮腰哲雄「桃山文化期に
おける輸入漆塗料の流通と使用に関する
調査」（国立文化財機構東京文化財研究所
『保存科学』 vol.47, pp37-52,2007）にまとめ
られている。
11『新世界史』p177
12 同書 , p180
13 他第 11 章にも類似の記述があることから、
大交流・大交易時代が第 10 章から第 11 章
にかけての、通底するテーマであること
が伺える。
14『時代を作った技―中世の生産革命』（歴
史民俗博物館，2013）
15 ボダルト = ベイリー B. M.「17 世紀の長い
旅：ドイツと日本の比較」（『大妻比較文化』
vol.11, pp25-34, 2010）を一部抜粋した。
16 北野信彦他 , （2007）
17 「244　朱印船貿易と日本町（17 世紀）「異
国渡海船路積」寛永 14 年（1637）８月１
日」（歴史学研究会編『世界史史料４東ア
ジア・内陸アジア・東南アジアⅡ』（岩波
書店，2010）
18 北野他「桃山文化期における輸入漆塗料
の流通と使用に関する調査（2）」（国立文
化財機構東京文化財研究所『保存科学』 
vol.48,pp133-145,2008）
19 学習指導要領の「年表、地図その他の資料
を積極的に活用し ･･･ 具体的に学ばせる
ように工夫する」（世界史 B　３（１）イ））、
「資料を多面的・多角的に考察し、よみと
く技能を習得させる。」（世界史 B　２（４）
オ））を前提とする。
20 日本学術会議　史学委員会　高校歴史教育
に関する分科会「提言『歴史総合』に期
待されるもの」（2016）
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21 単元目標の一つに、「班の中で意見を交換
し、興味を持って分析することができる。
（関心・意欲・態度）」を置いた。
22 実践報告については、歴博 HP（https://
www.rekihaku.ac.jp/learning/practice.
html）を参照
23 読解力向上に関する指導資料―PISA 調
査（読解力）の結果分析と改善の方向―
（http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/
gakuryoku/siryo/05122201/007.htm）
24 問１は、資料１を読んで「予測：この時代に、
このような商品が生まれた理由を考えよ
う。」という設問に答えるもので、問５は
資料１～４を読んだ後で「結論：この時代
に、このような商品が生まれた理由を考
えよう。」資料２～４の情報を加えた上で、
もう一度考えるような問の構造にした。
25 ボダルト = ベイリー（2010）
26 例えば次の問は、資料から分かる事実関係
と、世界の一体化を前提に、加工貿易を
視野に入れた答えを導き出している。「外
国人が漆器を好んだこと、東南アジア諸
国から安価な漆が南蛮交易を通じて日本
に流入してきたことから、諸外国に対し
て大きな利益が生まれる故に生まれたの
ではないか」
